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＜注意事項＞
１． 当社の連結決算は米国会計基準を採用しています。
２． 業績見通し等は、当社が現時点で入手可能な情報と、合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の

業績等はさまざまな要因により、これら見通しとは大きく異なることがありえます。
実際の業績等に影響と与えうる重要な要因には、（ⅰ）当社の事業領域を取り巻く日本および海外の経済情勢、（ⅱ）
当社製品・サービスに対する需要動向、（ⅲ）新技術開発・新商品開発における当社グループの能力、（ⅳ）資金調達
環境の大幅な変動、（ⅴ）他社との提携・協力関係、（ⅵ）為替・株式市場の動向などがあります。
なお、業績に影響を与える要因はこれらに限定されるものではありません。
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IAB, 43%

ECB, 20%

AEC, 14%

その他, 3%

HCB, 9%

SSB, 11% 連結売上高 ７，６３０億円

（２００８年３月期実績）

売上高構成

制御機器／FAシステム ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙｵｰﾄﾒｰｼｮﾝﾋﾞｼﾞﾈｽ

：ｾﾝｼﾝｸﾞ機器、ｺﾝﾄﾛｰﾙ機器、ｾｰﾌﾃｨ機器、各種検査装置　等

電子部品 ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾂﾋﾞｼﾞﾈｽ

：ﾘﾚｰ、ｽｲｯﾁ、ｺﾈｸﾀ、液晶ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ、ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ機器用部品
　ﾓﾊﾞｲﾙ機器搭載部品、光通信部品　等

車載電装部品 ｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞｴﾚｸﾄﾛﾆｯｸｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾂﾋﾞｼﾞﾈｽ

：ｷｰﾚｽｴﾝﾄﾘｰｼｽﾃﾑ、ﾊﾟﾜｰｳｨﾝﾄﾞｳｽｲｯﾁ、車載用ﾘﾚｰ
　ﾚｰｻﾞｰﾚｰﾀﾞｰ、タイヤ空気圧監視ｼｽﾃﾑ、電動ﾊﾟﾜｰｽﾃｱﾘﾝｸﾞｼｽﾃﾑ　等

社会システム ｿｰｼｱﾙｼｽﾃﾑｽﾞﾋﾞｼﾞﾈｽ

：自動改札機、自動券売機、道路情報提供システム
　ｾｷｭﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ、顔認識ｼｽﾃﾑ　等

健康機器 ﾍﾙｽｹｱﾋﾞｼﾞﾈｽ

：電子血圧計、体組成計（体脂肪計）、電子体温計、歩数計
　ネブライザー、業務用電子血圧計、健康ｻｰﾋﾞｽ事業　等

その他

：パソコン周辺機器、RFID、ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ等

HCB

その他

IAB

ECB

AEC

SSB

事業内容、売上高構成等

３

事業内容

連結子会社数等

２２社

１６２社

持分法適用
関連会社数

連結
子会社数

※２００８年３月末時点
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１．エグゼクティブサマリー

４
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エグゼクティブサマリー

２００８年３月期 決算とポイント

９２．２％

８９．２％
８７．１％

９５．４％
期初計画比

１１０．７％

９９．８％
１０５．２％

１０５．４％
前年同期比

（税前利益率 ８．４％）６４２億円税前利益
（営業利益率 ８．６％）６５３億円営業利益

７，６３０億円売上高

４２４億円

実績

（当期純利益率 ５．６％）当期純利益

（連結業績）

■６期連続売上・営業利益増、過去 高売上・営業利益を達成するものの、期初計画は未達

■連結売上高：前年同期比約５％増加は、海外売上増に加え、Ｍ＆Ａなどが主要因。

期初計画比５％未達は、制御機器（ＩＡＢ）国内売上減少と電子部品（ＥＣＢ）軟調が主要因。

■営業利益： 前年同期比５％増加は、売上増や生産構造改革の成果が主要因。 （詳細は差異分析 Ｐ１１参照）

期初計画比１３％未達は、売上の計画未達が主要因 （詳細は差異分析 Ｐ１２参照）

■税前利益： 期初計画比８％減少は営業利益未達が主要因

２００９年３月期 計画とポイント

■７期連続増収を見込むが、成長投資と厳しい外部環境により減益を見込む

＊米国財務会計基準に基づき、前年同期比および前期比は非継続事業組替後で計算

（当期純利益率 ４．７％）

（税前利益率 ７．６％）

（営業利益率 ７．７％）

８６．１％３６５億円当期純利益

９１．９％５９０億円税前利益

９１．９％６００億円営業利益

１０２．２％７，８００億円売上高

前期比通期（連結業績見通し）

５

＊期初計画は０７／４／２６公表
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損益計算書のサマリー

03/3期 04/3期 05/3期 06/3期 07/3期 08/3期 09/3期（予）
売上高 5,225 5,752 5,987 6,160 7,239 7,630 7,800

売上総利益 2,018 2,355 2,453 2,327 2,782 2,933 3,005
営業利益 282 494 547 608 620 653 600

営業利益率 5.4% 8.6% 9.1% 9.9% 8.6% 8.6% 7.7%
当期純利益 5 268 302 358 383 424 365
ＥＰＳ（円） 2.07 110.66 126.52 151.14 164.96 185.89 164.65

<為替レート>
ＵＳＤ 122.1 113.4 107.3 113.4 117.0 114.1 100.0
ＥＵＲ 121.1 132.4 135.0 138.2 150.3 161.9 155.0

（単位：億円）

（単位：円）

営業利益／率売上高（億円）

２００９年３月期は、減益を見込む

＊０７／３期以前の実績は非継続事業組替え後

03/3期 04/3期 05/3期 08/3期06/3期 07/3期 09/3期（予）

8,000

6,000

4,000

2,000

0
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２．２００８年３月期 決算報告

７
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連結損益計算書FY2007

売上高７，６３０億円 営業利益率８．６％

連結売上・営業利益ともに前期比増加するも、期初計画には未達

（億円）

 

　全社P/L

実績 実績 ％ 期初計画 ％

売上高 7,239 7,630 105.4% 8,000 95.4%

売上総利益 2,782 2,933 105.4% 3,095 94.8%

販管費 1,642 1,766 107.6% 1,780 99.2%

R&D費 520 515 99.0% 565 91.2%

営業利益 620 653 105.2% 750 87.1%

税引前利益 643 642 99.8% 720 89.2%

継続事業純利益 371 393 106.0% 430 91.4%

非継続事業純利益 12 31 257.5% 30 103.3%

当期純利益 383 424 110.7% 460 92.2%

＜為替＞ （円）

USDレート 117.0 114.1 -2.9 115.0 -0.9

EURレート 150.3 161.9 11.6 150.0 11.9

2007/3期
期初

計画比
2008/3期前期比2008/3期

８

＊０７／３期 通期実績は非継続事業組替え後
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海外は前期比約１４％増となるも、国内、海外とも期初計画を下回る

ＩＡＢ、ＥＣＢ、ＡＥＣ、ＨＣＢで前期を上回るが、期初計画を上回るのはＡＥＣのみ

（億円）

国内／海外

実績 実績 ％ 期初計画 ％

国内 3,752 3,659 97.5% 3,965 92.3%

海外* 3,487 3,971 113.9% 4,035 98.4%

合計 7,239 7,630 105.4% 8,000 95.4%

＊直接貿易は海外に含む

セグメント別 実績 実績 前期比 期初計画 期初計画比

ＩＡＢ 3,056 3,288 107.6% 3,395 96.8%

ＥＣＢ 1,384 1,542 111.5% 1,805 85.4%

ＡＥＣ 933 1,075 115.2% 1,000 107.5%

ＳＳＢ 1,059 852 80.4% 900 94.7%

ＨＣＢ 657 716 108.9% 735 97.4%

その他 150 157 104.5% 165 95.2%

合計 7,239 7,630 105.4% 8,000 95.4%

2008/3期
期初

計画比
2007/3期 前期比2008/3期

連結売上高明細（セグメント別）FY2007

９
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ＩＡＢ、ＨＣＢで前期比増加するも期初計画にはとどかず

ＡＥＣは期初計画どおりに推移

連結営業利益(セグメント別）FY2007

（億円）

セグメント別

実績 実績 ％ 期初計画 ％

ＩＡＢ 485 519 107.1% 646 80.3%

ＥＣＢ 131 126 96.6% 153 82.4%

ＡＥＣ ▲ 12 14 - 14 100.0%

ＳＳＢ 81 70 87.3% 73 95.9%

ＨＣＢ 87 94 108.2% 95 98.9%

その他 4 1 20.2% ▲ 6 -

▲ 156 ▲ 171 - ▲ 224 -

合計 620 653 105.2% 750 87.1%

08/3期
期初

計画比

本社費他消去

07/3期 08/3期 前期比

１０
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売上純増や生産構造改革の成果が、販管費増で相殺されたものの

為替影響などにより前年同期比増加

連結営業利益差異分析（対前年同期比）FY2007

１１

６５３

（億円）

売上総利益増 ＋１５１億円
６２０

営業利益増加 ＋３３億円

Ｒ＆Ｄ費純減

０７／３ 実績 ０８／３ 実績

売上純増と

ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾐｯｸｽ他

販管費増
売上総利益
為替影響

販管費・
R&D費

為替影響

（営業利益為替影響 ＋１７億円）

売上総利益
M&A影響 販管費・R&D費

M&A影響

＋９
製造固定費増

（為替影響 ▲４）

（製造固定費純減 ＋２６）

（M&A分 ▲８５）

▲５４

＋５１

＋４５

＋１２１

▲６３

▲２４

▲４９

原材料

▲３
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売上未達による売上総利益減を固定費の抑制でカバーできず

営業利益は期初計画を下回る

連結営業利益差異分析（対計画比）FY2007

Ｒ＆Ｄ費減

売上減と

ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾐｯｸ他

原材料

販管費減売上総利益
為替影響

販管費・
R&D費

為替影響

＋５３

製造固定費増

（為替影響 ▲９）

（M&A影響 ▲２４）

（製造固定費純減 ＋１９）

▲９

売上総利益
M&A影響

＋４０ ▲１４

販管費・

R&D費

M&A影響

▲１９

１２

７５０
６５３

０８／３ 計画 ０８／３ 実績

（億円）

▲２３７

＋５９
▲３１ ＋６１

売上総利益減 ▲１６１億円

営業利益減少 ▲９７億円

（営業利益為替影響 ＋１９億円）



OMRON Corporation Investor Relations

売上高は前期比約８％増の３，２８８億円、営業利益率１５．８％

国内はｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ事業強化の成果が出つつあるが売上高は期初計画比約９３％、海外はほぼ堅調

ＩＡＢ（インダストリアルオートメーションビジネス）FY2007

（億円）

実績 実績 ％ 期初計画 ％

国内売上高 1,408 1,441 102.3% 1,545 93.3%

海外売上高 1,648 1,847 112.1% 1,850 99.8%

北米 348 356 102.0% 383 93.0%

欧州 813 923 113.5% 858 107.6%

アジア 140 162 116.2% 162 100.0%

中華圏 288 346 120.1% 380 91.1%

貿易分 58 60 103.6% 66 90.9%

売上総合計 3,056 3,288 107.6% 3,395 96.8%

営業利益 485 519 107.1% 646 80.3%

営業利益率 15.9% 15.8% ▲0.1P 19.0% ▲3.2P

地域別売上構成比

期初
計画比

前期比
ＩＡＢ

07/3期 08/3期 08/3期

国内

44%

北米

11%

欧州

28%

アジア

5%

中華圏

11%

貿易分

2%

１３



OMRON Corporation Investor Relations

売上高は前期比約１１％増の１，５４２億円、営業利益率８．２％

小型バックライト事業、ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ事業が低調で売上高は期初計画比約８５％

ＥＣＢ（エレクトロニクスコンポーネンツビジネス）FY2007

（億円）

実績 実績 ％ 期初計画 ％

国内売上高 588 624 106.2% 755 82.6%

海外売上高 796 918 115.4% 1,050 87.4%

北米 110 104 95.0% 122 85.2%

欧州 120 124 102.7% 126 98.4%

アジア 86 103 120.4% 93 110.8%

中華圏 357 483 135.4% 612 78.9%

貿易分 124 104 84.3% 97 107.2%

売上総合計 1,384 1,542 111.5% 1,805 85.4%

営業利益 131 126 96.6% 153 82.4%

営業利益率 9.5% 8.2% ▲1.3P 8.5% ▲0.3P

地域別売上構成比

期初
計画比ＥＣＢ

08/3期07/3期 08/3期 前期比

貿易分

7%

中華圏

31%

アジア

7%

欧州

8%

北米

7%

国内

40%

１４
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売上高は前期比約１５％増の１，０７５億円、営業利益率１．３％

国内堅調、海外売上増や生産体制の見直しに伴い、営業利益黒字確保

ＡＥＣ（オートモーティブエレクトロニックコンポーネンツ）FY2007

（億円）

実績 実績 ％ 期初計画 ％

国内売上高 261 280 107.4% 255 109.8%

海外売上高 672 795 118.3% 745 106.7%

北米 379 424 112.0% 419 101.2%

欧州 98 139 141.2% 128 108.6%

アジア 162 183 113.0% 173 105.8%

中華圏 14 31 226.8% 24 129.2%

貿易分 20 19 93.2% 0 ー

売上総合計 933 1,075 115.2% 1,000 107.5%

営業利益 -12 14 ー 14 100.0%

営業利益率 ー 1.3% ー 1.4% ▲0.1P

地域別売上構成比

期初
計画比

前期比
ＡＥＣ

07/3期 08/3期 08/3期

国内

26%

北米

39%

欧州

13%

アジア

17%

中華圏

3%

貿易分

2%

１５
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売上高は期初計画を下回り８５２億円、営業利益率８．３％

営業利益は若干期初計画を下回るが、利益率は改善

ＳＳＢ（ソーシアルシステムズビジネス）FY2007

（億円）

実績 実績 ％ 期初計画 ％

国内売上高 1,018 810 79.6% 875 92.6%

海外売上高 41 42 101.7% 25 168.0%

北米 5 6 120.0% 10 60.0%

欧州 0 0 - 0 -

アジア 0 0 - 0 -

中華圏 0 0 - 0 -

貿易分 36 36 99.1% 15 240.0%

売上総合計 1,059 852 80.4% 900 94.7%

営業利益 81 70 87.3% 73 95.9%

営業利益率 7.6% 8.3% +0.7P 8.1% +0.2P

地域別売上構成比

期初
計画比

前期比
ＳＳＢ

07/3期 08/3期 08/3期

貿易分

4%北米

1%

国内

95%

１６
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売上高は前期比約９％増の７１６億円、営業利益率１３．１％

国内外ともに前年比堅調に推移するも、国内と北米は期初計画未達

ＨＣＢ（ヘルスケアビジネス）FY2007

（億円）

実績 実績 ％ 期初計画 ％

国内売上高 328 350 106.6% 375 93.3%

海外売上高 329 366 111.2% 360 101.7%

北米 138 125 90.1% 143 87.4%

欧州 131 159 120.8% 144 110.4%

アジア 21 21 100.5% 20 105.0%

中華圏 36 55 152.6% 46 119.6%

貿易分 3 7 268.1% 7 100.0%

売上総合計 657 716 108.9% 735 97.4%

営業利益 87 94 108.2% 95 98.9%

営業利益率 13.2% 13.1% ▲0.1P 12.9% +0.2P

地域別売上構成比

期初
計画比

前期比
ＨＣＢ

07/3期 08/3期 08/3期

貿易分

1%

中華圏

8%アジア

3%
欧州

21%

北米

17%

国内

49%

１７
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自己資本比率５９．７％

自己株式の取得により前期末比１．０ポイント減少

連結貸借対照表FY2007

（億円）

　連結Ｂ／Ｓ 2006年3月 2007年3月 2008年3月

総資産 6,241 6,303 6,174

現預金 510 430 406

売上債権 1,475 1,734 1,647

在庫 1,085 941 951

その他流動資産 314 315 297

固定資産 1,576 1,593 1,527

投資その他資産 1,281 1,290 1,346

総負債 2,503 2,475 2,489

短期借入金 466 201 183

長期借入金 5 17 15

その他負債 2,032 2,257 2,291

資本 3,738 3,828 3,685

１８
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自己株式の取得２２３億円などにより、

財務活動によるキャッシュフローは３４５億円の支出

連結キャッシュフロー計算書FY2007

（億円）

　連結ＣＦ 2006年3月 2007年3月 2008年3月

営業活動によるキャッシュフロー 102 405 690

投資活動によるキャッシュフロー ▲341 ▲471 ▲367

ＦＣＦ ▲239 ▲66 323

財務活動によるキャッシュフロー 219 ▲47 ▲345

換算レート変動の影響 7 19 ▲2

期中の現金増減額 ▲13 ▲93 ▲24

期末の現金残高 510 430 406

１９
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２ｎｄステージ重点戦略進捗状況

２０

（参考情報）
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２００７年度は、Ｍ＆Ａ（ＯＰＴ／ＯＬＦＴ）の寄与などにより前年同期比大幅増加

２ｎｄステージの当初目標である売上６８０億円以上を達成

重点戦略の進捗状況
（１）新規領域の売上成長

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

(億円)

２００３年度

180億円
160%

119%

288億円
343億円

679億円

新規領域の主な商品

IAB：基板検査装置（AOI) 他

ECB：液晶バックライト 他

ECB：MEMSセンサ 他

AEC：レーザーレーダ 他

２００４年度 ２００５年度 ２００６年度 ２００７年度
（実績）

1３２％

198%

2nd Stage
Strategy

２１

898億円

６８０億円以上
２ｎｄステージ
当初の目標
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２００７年度は、前年同期比１２８％と大幅成長するも

２ｎｄステージの当初目標には届かず

325
411 412

726

928

0

200

400

600

800

1000

1200

２００７年度
（実績）

２００６年度２００５年度２００４年度２００３年度

（MUSD)

重点戦略の進捗状況
（２）中華圏の売上成長

１３３０ＭＵＳＤ
２ｎｄステージ
当初の目標

1２８％

2nd Stage
Strategy

２２
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中華圏への生産シフトは着実に進む

重点戦略の進捗状況
（３）生産構造改革

2nd Stage
Strategy

0

1,000

2,000

3,000

4,000

億円

日本 海外(中華圏以外)生産 中華圏生産

２００３年度
（実績）

２００７年度
（実績）

71%

20%

9%

５８%

２１%

２１%

２００４年度
（実績）

67%

21%

12%

２００５年度
（実績）

２００６年度
（実績）

65%

23%

12%

13%

62%

25%

２３

中華圏生産
２．３倍
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２００７年度は売上高に対する販管開発費比率は約３０％を達成

重点戦略の進捗状況
（４）販管費構造改革

2nd Stage
Strategy

23.1
％

7,630億円

24.1
％

6,086億円

23.8
％

6,268億円

売上

販管費
＊ ＊

＊注）上記販管費の２００４年度実績は、規制化学物質対応、金融機器事業を除く。２００５年度実績は、規制化学物質対応を除く。

＊＊注）2006年度以前の売上高は、非継続事業控除前の数値

２００４年度
（実績）

２００５年度
（実績）

２００７年度
（実績）

２００６年度
（実績）

22.8
％

7,367億円

２４

6.7％

研究開発費

29.8%
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３．２００９年３月期、事業計画

２５
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２００９年３月期 経営方針FY2008

「持続的成長への足場固め」

経営方針

ＧＤ２０１０ ３ｒｄで目指す収益構造、成長構造の実現に向けた

マイルストーンとして、持続的成長のメカニズム構築に必要と

なる投資を実行し、運営構造改革を推進する

基本スタンス

＊ＧＤ２０１０（ｸﾞﾗﾝﾄﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ２０１０）・・・２００１年４月～２０１１年３月までの１０年間の長期経営ビジョン

２６
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前提とする事業環境認識FY2008

２７

健康

交通

セキュリティ

自動車

通信・家電・

住宅設備

自動車・半導体・

電子部品など

（設備投資）

主要な
対象業界

ポイント
産業

景気予測
事業

セグメント

・景気減速、消費低迷懸念はあるが、主要国での健康意識は

引き続き高い

・新興国／成長国では経済力の高まりによる健康意識向上

ＨＣＢ

・ＩＣ化需要は一巡するも、安定した市場

・セキュリティニーズによる新たなマーケットの出現
ＳＳＢ

・自動車のグローバル生産台数は増加するも、生産拠点は

先進国から中国、南米、アジアへシフト

・原材料高騰やカナダドル高の影響を受ける

ＡＥＣ

・円高や原材料高騰の影響で事業環境は厳しい

・住宅着工件数減による家電、住宅設備機器も需要減少
ＥＣＢ

・国内は半導体、ＩＴ関連業界は不透明感増大

・米国の景気減速、欧米の自動車業界の不透明感、中国の

金融引締めの影響懸念

ＩＡＢ

原油・原材料価格の高騰、米国経済減速、円高・ドル安などによる景気先行きの

不透明感増に伴い、消費ならびに設備投資環境の悪化が想定される
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２００９年３月期は、経済・景気動向など外部環境は厳しい

しかしながら、中期的な成長を確保するために事業強化の投資を継続する

ＧＤ２０１０ ３ｒｄステージのマイルストーンFY2008

２８

2004年度
（実績）

2005年度
（実績）

2006年度
（実績）

2007年度
（実績）

2008年度
（計画）

2009年度 2010年度

５４７

６０８
６２０ ６５３

６００

営業利益

（億円）

２ｎｄステージ ３ｒｄステージ

（Ｐ．２９、Ｐ．３０参照）

為替：約８０億円、原材料高騰：約１５億円

設備投資増・経費増

為替・原材料高影響

＜外部要因＞

＜積極投資＞
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将来の成長と事業強化のために、約１８０億円の設備投資増を見込む

積極投資： 設備投資の増加FY2008

２９

設備投資の増加

０８年３月期

野洲事業所
増強

＋約７０

３７８

５６０

＋１８２億円

ＯＭＳ増強

＋約２０

ＥＰＳ設備

＋約２０ ＩＴ構造改革

＋約３５ その他

＋約２０
【単位：億円】

（ＩＡＢ）

（ＥＣＢ）

（ＡＥＣ）

（本社）

０９年３月期

設備投資
実績

設備投資
計画

ＯＰＴ増強

＋約２０

（ＥＣＢ）



OMRON Corporation Investor Relations

積極投資： 経費の増加FY2008

３０

既存事業の強化、新規事業の拡大、約１１０億円の投資を実行する

経費の増加

０８年３月期

６５３

６００

▲５３億円

▲約１１０

【単位：億円】

０９年３月期

営業利益
実績

営業利益
計画

為替影響

▲約８０

原材料高騰

▲約１５

中期的投資
・研究開発費、販管費

（売上増に伴う販管費増は除く）
・減価償却費（設備投資増による）

売上増等や
収益改善に
よる利益増加

＋約１５０

・グローバルＮｏ．１（既存事業強化）

・新規事業の拡大

・ＩＴ構造改革など

積極的投資
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厳しい事業環境下で売上は微増

利益は為替、原材料高騰影響と将来の成長のための投資継続により、減少

連結損益計算書の計画FY2008

（億円）

実績 計画 ％

売上高 7,630 7,800 102.2%

売上総利益 2,933 3,005 102.4%

販管費 1,766 1,835 103.9%

R&D費 515 570 110.6%

営業利益 653 600 91.9%

税前利益 642 590 91.9%

当期純利益 424 365 86.1%

ＥＰＳ（円） 185.89 164.65 88.6%

<為替レート> （円）

USD 114.1 100.0 -14.1

EUR 161.9 155.0 -6.9

前期比09/3期08/3期

３１
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成長率は２％（国内＋５％、海外－１％）

セグメントでは、ＩＡＢ、ＳＳＢ、ＨＣＢでの売上成長を見込む

連結売上高計画（地域別、セグメント別）FY2008

（億円）

国内／海外

実績 計画 ％

国内 3,659 3,850 105.2%

海外* 3,971 3,950 99.5%

合計 7,630 7,800 102.2%

＊直接貿易は海外に含む

セグメント別 実績 計画 前期比

ＩＡＢ 3,288 3,375 102.6%

ＥＣＢ 1,542 1,545 100.2%

ＡＥＣ 1,075 1,085 100.9%

ＳＳＢ 852 900 105.6%

ＨＣＢ 716 740 103.4%

その他 157 155 99.1%

合計 7,630 7,800 102.2%

08/3期 09/3期 前期比

３２
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（億円）

セグメント別

実績 計画 ％

ＩＡＢ 519 500 96.3%

ＥＣＢ 126 115 91.0%

ＡＥＣ 14 5 35.5%

ＳＳＢ 70 80 113.6%

ＨＣＢ 94 95 101.0%

その他 1 0 -

▲ 171 ▲ 195 113.0%

合計 653 600 91.9%

本社費他消去

前期比09/3期08/3期

ＳＳＢは増益、ＨＣＢは横ばい、その他のセグメントは減益

連結営業利益計画(セグメント別）FY2008

３３
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（億円）

セグメント別

実績 計画 ％

ＩＡＢ 195 210 107.9%

ＥＣＢ 82 90 109.9%

ＡＥＣ 83 85 102.4%

ＳＳＢ 26 40 151.6%

ＨＣＢ 43 55 127.4%

86 90 104.6%

合計 515 570 110.6%

本社・その他

前期比09/3期08/3期

研究開発費計画(セグメント別）FY2008

３４

各セグメントでの成長投資による増加を受け、前期比約１０％の増加
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・３ｒｄステージ重点戦略詳細

３５

（参考情報）

・為替、原材料価格の動向

・利益配分、自己株式取得・消却

・減価償却費計画、設備投資計画
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（億円）

セグメント別

実績 計画 ％

ＩＡＢ 117 125 106.8%

ＥＣＢ 105 120 114.7%

ＡＥＣ 80 85 105.8%

ＳＳＢ 33 35 106.5%

ＨＣＢ 11 15 133.1%

17 20 115.6%

合計 363 400 110.1%

本社

前期比09/3期08/3期

減価償却費計画(セグメント別）FY2008

３６

各セグメントでの設備投資増を受け、減価償却費は前期比約１０％の増加
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（億円）

セグメント別

実績 計画 ％

ＩＡＢ 66 100 151.0%

ＥＣＢ 137 220 160.5%

ＡＥＣ 87 95 108.7%

ＳＳＢ 13 20 153.2%

ＨＣＢ 25 25 101.9%

50 100 199.0%

合計 378 560 148.0%

本社・その他

前期比09/3期08/3期

設備投資計画(セグメント別）FY2008

３７

各セグメントでの成長投資による増加を受け、前期比約５０％の増加
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既存事業強化に向けて、投資を継続する

重点戦略詳細
（１）既存事業の強化（グローバルＮｏ．１ ポジションシフト戦略）

FY2008

３８

ＱＬＭ（ＡＯＩ 基板検査装置）

ＥＰＳ液晶バックライト

リレー

セーフティ機器

血圧計 体組成計

・マザー工場化、 適地生産

・事業横串技術の開発

・グローバル集中購買の検討

・Ｍ＆Ａシナジー加速（ＯＳＴＩ）

・グローバル展開の加速

・さらなるセンサー技術の向上

・Ｍ＆Ａシナジーの加速（ＯＰＴ）

・生産プロセスの革新

・中型への展開加速

・グローバル 適地生産の加速

・新商品投入増

・グローバル事業推進体制の整備

・ＯＭＳ開発生産体制強化

・グローバル事業推進体制の整備

・プラットフォーム型商品展開

・グローバル生産体制の再整備

・グローバル市場創出への取組み

・国内市場の再活性化

事業区分 注力ポイント 事業区分 注力ポイント

マイクロＰＬＣ
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１０年以上先を見た事業拡大のための新テーマを立ち上げ、

２０１０年度売上高比率約７％を目指す

重点戦略詳細
（２）新規事業の拡大（３ｒｄステージ新規成長戦略）

FY2008

３９

約125
約200

約700

0

200

400

600

800

2007年度 2008年度(計画) 2009年度 2010年度(目標)

コア技術の開発ソーラーバワーコンディショナー

ニーズ探索、技術・商品開発強化ソーシャルセンサ

ＭＥＭＳマイクロフォン。ＯＳＣの開発、生産強化ＭＥＭＳ

対社会

対産業

高精度な電力計測技術の開発電力計測

環境・エネルギー

健康

安心・安全

取組み領域

ネット対応商品の開発

顔認証、顔検索技術の強化

ＯＬＦＴのＭ＆Ａ効果推進

取組み内容主なテーマ

ネットヘルスケア

顔認識システム

レーザー微細加工

２０１０年度
売上高比約７％を

目標とする

新規事業売上高
（億円）
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重点戦略詳細
（３）中華圏の売上成長

FY2008

４０

引き続き高い成長を維持し、２０％以上／年の成長を見込む

２０１０年度は１８００MUSDの売上を実現する

325
411 412

726
928

約1080

約1800

0

500

1000

1500

2000

200３年度 2004年度 2005年度 2006年度 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度

２０％以上／年成長

（目標）

（ＭＵＳＤ）

（計画）
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ドルは２００７年後半より下落

ユーロは２００６年後半より高値での推移

為替レートの推移（ドル、ユーロ）FY2008
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ＦＹ０７ １１４．１円
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銀建値は２００７年後半より高騰が見られる

銅建値は２００６年度から高値継続

原材料価格の推移FY2008
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ＦＹ０８ ６０，０００円

ＦＹ０７ ５３，１５３円

ＦＹ０８ ８５０円
ＦＹ０７ ８９５円

２００３／３

銀：１８，５１０円

銅： ２４０円

２００６／３

銀：４０，１６０円

銅： ６４３円
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２００８年３月期の年間配当金は７５周年記念配当５円を追加し、４２円に増額予定

今後も 低２０％の配当性向とＤＯＥ２％を目標とする

利益配分に関する基本方針
Shareholder’s

Dividend

１株当たりの配当金

（５円）

（記念
配当）

（２０円）

（普通
配当）

２５円

期末

１７円

中間期末

４２円

年間基準日

配当額

42円

37円

配当額

約２．５％約２３％普通+記念配当

約２．２％約２０％普通配当

ＤＯＥ配当性向
当社は、平成２０年３月期（第７１期）の
期末配当金につきまして、・・・・普通配当
２０円に記念配当５円を加え、1株につき
２５円を予定いたします。

参考： 創業75周年記念配当に関する
お知らせ（08/1/30開示）

４３

【基本方針】
（１） 企業価値向上に向けた成長投資のための内部留保を第一優先
（２） 残余利益については、フリーキャッシュフローのレベルも勘案し可能な限り、株主の皆様に還元
（３） 毎年の配当金については、連結業績ならびに株主資本配当率（DOE)などを勘案し、安定的、

継続的に株主に還元
（４） 低２０％の配当性向の維持とDOE２％が当面の目標
（５） 長期にわたり留保された余剰資金は、自己株買入れなどにより機動的に株主の皆様に還元

＜期末配当内訳＞

＜配当性向、ＤＯＥ＞
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自己株取得の追加実施と消却
Stock

Cancellation

0

10

20

30

FY2003 FY2004 FY2005

（百万株）

FY2006

１，７４４万株

（７．３％）

金庫株（自己株）保有残高の推移

１０％
（２，４１２万株）

２００８年２月１日～３月６日に追加の自己株取得を実行（６００万株、約１３５億円）

２００８年３月２１日付けで消却を実行（１，０００万株）

２，７４４万株

（合計）

FY2007
（追加取得）

１，０００万株

（消却）

FY2007
（消却後）

FY2007
（１２末時点）

２，１４４万株

（合計）

発行済み株式数 ２４９，１２１，３７２株 ２３９，１２１，３７２株

600万株追加

４４

＜自己株式追加取得＞
（１） 取得株式数 ： ６００万株

（２） 取得総額 ： 約１３５億円

（３） 取得期間 ： ２００８年２月１日から

２００８年３月６日まで

＜自己株式消却＞
（１） 消却株式数 ： １，０００万株

（２） 消却日 ： ２００８年３月２１日

（３） 消却後保有割合 ： ７．３％
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オムロン株式会社

人と機械のベストマッチングをめざして人と機械のベストマッチングをめざして

＜お問い合わせ＞

グループ戦略室 経営ＩＲ部

電話 ： ０３-３４３６-７１７０

Ｅ-ｍａｉｌ ： omron_ir@omron.co.jp

ＨＰアドレス ： www.omron.co.jp


